
１－２ 検討体制と検討経過 

 
  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討体制とこれまでの検討経過
○策定委員会と市民検討会（平成 16 年度からは市民会議）の２つの組織で検討

（図 1-2）。 

◇策定委員会は、茅ヶ崎市において必要な乗合交通の整備内容を、技術面、制

度面、事業運用面から精査、深度化し、市長に答申することを目的とする。 

◇市民検討会（市民会議）は、地区別課題のとりまとめ、検討内容への市民意見

とりまとめ、計画内容の市民への周知などを行うことを目的とする。 

○計画は、平成 14 年度から 16 年度までの３ヵ年の予定で策定（図 1-3）。 

◇平成 14 年度は、市民検討会において乗合交通に対する市民の考え方を取り

まとめた。 

◇平成 15 年度は、市民要望を具体化する技術的検討を実施した上で、乗合交

通整備計画中間報告の作成を行った。 

◇平成 16 年度は、「乗合交通整備計画中間報告」を技術面、制度面、事業運用

面から精査、深度化し、整備計画として位置付けるための検討を行ってきた。 

策定委員会(H15、16) 

 

【主な検討

○地区別課

○解決すべ

○検討内容

○バスサー

○計画内容

【メンバー】

自治会代

交通プラン
市民検討会(H14、15)

市民会議（H16） 
協
議

【主な検討内容】 

○市民意見を基本に乗合交通整備

の整備方針、整備計画等の検討 
○技術面、制度面、事業運用面か

ら計画内容を精査、深度化 

【メンバー】 
学識経験者、市民検討会（市民会

議）代表、道路管理者、交通管理者

（警察）、交通事業者（バス・タク

シー事業者）、市関係職員 

・活動内容】 
題の把握・整理 
き課題のとりまとめ 
への市民意見とりまとめ 
ビス水準のチェック方法 
の市民への周知 など 

 

表、関係団体代表、元総合

委員 

 

図 1-2 検討体制 
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庁内連携・調整 
（関係部長等） 
（関連個別施策等）

関係機関への報告、
意見交換 

市民検討会

○検討内容に関する議論・要望 
○検討内容への市民意見とりまとめ

市  

○地区別課題の把握・整理 
○解決すべき課題のとりまとめ 
○市民要望のとりまとめ 

 

交通事業者との

意見交換会 

報告

○乗合交通の整備方針の検討 

○展開プログラム，推進手法の検討 

○実験計画の検討 

○乗合交通整備計画の検討 
・平成 15 年度の策定委員会・市民検討会による検討や 
意見を反映した中間報告の精査 

○バス品質協定・バス品質契約※の検討 

乗合交通整備計画（中間報告）の作成 

） 

市民会議 

市長へ中間答申

市長へ最終答申

整備計画 中間答申の作成

庁議等における協議・調整 
パブリックコメントの実施 

茅ヶ崎市

パブリックコメントを受けた協議 
整備計画 最終答申の作成 

茅ヶ崎市

策定委員会 

策定委員会 

庁議等における協議・調整 

16 
 

年 
 

度 

茅ヶ崎市  

今
後
の
予
定

 

 

 

 

乗合交通整備計画の策定（政策決定） 
事業実施 関連

（自転

 

 3
民検討会
策定委員会（学識経験者・市民検討会委員・市関係職員）
策定委員会（国・県・交通管理者等を加えて発展的に再編
する交通社会実験等と連携 
車計画、みち再生計画 等） 

間

 

 

 

※バス品質協定・バス品質契約： 
高品質なバスサービスを住民に提供するための仕組み。交通計画を行う地方自治体と、バスの運行を行う民間バス事業者との

で協議を行い、高品質なバスサービスの実現のために、「目標」「それぞれの役割」「進め方」などについて取り決めること。 
図 1-3 検討経過・今後の予定


